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「満州国」における中国語雑誌全体像を巡って





























東北における 17 の主要図書館が、それぞれ所蔵している 1900 年から 1949 年までの新聞と雑







3．『東北現代文学大系（資料索引巻）』3 は、1919 年から 1945 年の 26 年間における、中国東北地
方における現代文学に関する出来事を年別にまとめたものであり、「満州国」時代の雑誌 56
種類について触れている。中には 1、2 の先行研究に言及されていないものも 8 種類ほど含ま
れている。


















年 6 月（1935 年 6 月）の創刊であるが、それを「1934 年 6 月」と間違え、逆に「1937 年 1 月号は


















1936 年から 1944 までの 9 巻は満洲日日新聞社、1945 年版は満洲日報奉天支社によって刊行されて
いる。1933 年から 1945 年の 13 年間に、それぞれ 1933 年、1936 年、1937 年、1938 年、1939 年、






（1）「日本側発行時事掲載出版物一覧表（昭和 7 年 10 月現在）」、「日本側発行定期刊行物一覧表
（時事掲載せざるもの、昭和 7 年 10 月現在）」5
（2）「日本側定期刊行物一覧表（時事掲載、昭和 10 年 9 月末現在）」、「日本側発行定期刊行物一
覧表（時事不掲載、昭和 10 年 8 月末現在）」、「（満洲国）民間定期刊行物表（康徳 2 年 9 月
1 日現在）」6
（3）「日本側定期刊行物一覧表（時事掲載、昭和 11 年 9 月現在）」、「日本側発行定期刊行物一覧表
（時事不掲載、昭和 11 年 9 月現在）」、「（満洲国）民間定期刊行物表（康徳 3 年 9 月現在）」7
（4）「日本側定期刊行物一覧表（時事掲載、昭和 12 年 9 月現在）」、「日本側発行定期刊行物一覧
表（時事不掲載、昭和 12 年 9 月現在）」、「（満洲国）民間定期刊行物表（康徳 3 年 9 月 1 日
現在）」8
（5）「満洲民間定期出版物一覧表（康徳 5 年 6 月現在時事掲載物）」、「満洲民間定期出版物一覧
表（康徳 5 年 6 月現在時事無掲載物）」、「日本側定期刊行物一覧表（時事掲載、昭和 12（マ
マ）年 9 月現在）」、「日本側発行定期刊行物一覧表（時事不掲載、昭和 12 年 9 月現在）」9
（6）「満洲国民間定期出版物一覧（康徳 6 年 3 月）」10
（7）「民間定期出版物（康徳 7 年 3 月現在）」11
（8）「民間定期出版物（康徳 8 年 4 月現在）」12
（9）「民間定期出版物（康徳 9 年 10 月末日現在）」13
（10）「民間定期出版物（康徳 10 年 10 月末日現在）」14

















「満州国」通信社によって出版された年鑑で、それぞれ 1933 年、1935 年、1936 年、1937 年、

























る記載は、1939 年版の『満洲年鑑』に掲載された 1938 年 6 月の時点に調べた「満洲民間定期刊行物」
に記されたのが最初のものであり、それ以前の事情については少数を除けば、ほとんど確認できて




















































































時 事 掲 載 は
1938.6 迄）
1943.10





1935.2.4 月刊 中国語 三浦一 商業 / 経済 1943.10















工業 / 交通 / 科
学（ 時 事 掲 載
1938.6 迄）
1943.10












































































































































































業務研究 新京中銀 1937.3.9 二月刊 中国語
于済沢・
王兆璐
商業 / 経済 1940.3
満洲特産月報 新京 1937.4.1 月刊 中国語
川合正勝・
小林五郎


























































興友 新京興銀 1937.8.5 二月刊
中国語
日本語



















































































































映画 / 音楽 1940.3







久保勝雄 政治 / 社会 1940.3









工業 / 交通 / 科
学
1940.3













中国語 同上 同上 1940.3
排共 新京 1938.9.12 半月刊 中国語 呂作新
政治 / 社会（一








中山国男 農業 / 開拓 1939.3
































































































































































































満映画報 新京 1940.1.9 月刊
中国語
日本語
長谷川濬 映画 / 音楽 1941.4































新京 1940.9.17 二月刊 中国語 釈樹培 宗教 1943.10
満洲穀粉管理
株式会社社報
新京 1941.1.18 2 月刊
中国語
日本語
和田輝義 商業 / 経済 1941.4






































工業 / 交通 / 科
学
1943.10




医林 新京 1942.2.17 二月刊 中国語
満洲中央漢医
会
医学 / 衛生 1943.10






























技術青年 新京 1943.10.10 月刊 中国語 万戸正克
工業 / 交通 / 科
学
1943.10
















奉天商工新報 奉天 1922.3.31 半月刊
日本語・
中国語

















医学原著索引 奉天 1924.8.12 月刊 中国語 成田昌徳 医学 / 衛生 1939.3
永安 奉天 1926.11.7 四月刊 中国語 山口資治 1939.3
社団法人全満米
穀同業組合月報











撫順図書館報 奉天 1930.12.27 月刊 中国語 渡辺三三 書誌 1939.3










啓明 奉天 1931.12.15 季刊 中国語
駒越哲（ママ）
貞？
文化 / 文芸 1939.3
子供満洲 奉天 1931.12.15 半月刊
中国語
？
城島徳壽 政治 / 社会 1939.3











奉天 1933.4.15 不定期 中国語 加地常弌






























































康徳画報 奉天 1934.12.24 三日刊 中国語 楊寄萍 同上
満洲淑女之友 奉天 1934.12.25 月刊 中国語 陳済民 政治 / 社会 1939.3
満洲医学大学
時報
奉天 1935.4.6 月刊 中国語 奥山賢 医学 / 衛生 1939.3

















































中国語 張肖乾 教育 1940.3
演芸館ニュース 奉天 1936.1.31 不定期 中国語 幾田柳吉 映画 / 音楽 1939.3
奉天医科学
専門学校彙報




医学 / 衛生 1941.4
初高両級日語
文凾授講義録







工業 / 交通 / 科
学
1942.10
醒時報月刊 奉天 1937.2.1 月刊 中国語
張兆麟・
張友蘭















奉天 1937.8.12 不定期 中国語 加地保 体育 1939.3

















周宗岐 医学 / 衛生 1943.10
予想表 奉天 1937.9.6 不定期 中国語 丸田直一 体育 1939.3
奉天商工公会
統計と月報
奉天 1937.9.8 月刊 中国語 加藤治雄 商業 / 経済 1939.3









工業 / 交通 / 科
学
1943.10
婦女雑誌 奉天 1937.10.29 月刊 中国語 魏傑 政治 / 社会 1941.4
医科 奉天 1937.11.4 半年刊 中国語 松井太郎 医学 / 衛生 1939.3




































鞍山商工月報 奉天省鞍山 1939.1.5 月刊
中国語
日本語































工業 / 交通 / 科
学
1942.10






木多静 医学 / 衛生 1943.10
白楊農誌 奉天 1940.8.5 月刊 中国語 草皮正慶 農業 / 開拓 1942.10
鉄警 奉天 1941.2.7 月刊 中国語 原勝太郎






1942.2.16 月刊 中国語 北條秀一
工業 / 交通 / 科
学
1943.10
哈尓濱五日画報 哈尓濱 1933.8.25 五日 中国語 王崙山 政治 / 社会
哈尓濱漢医
研究会月報

























哈尓濱 1938.12.14 月刊 中国語 程儒堂 商業 / 経済 1943.10
北満経済月報 哈尓濱 1938.12.14 月刊 中国語 程儒堂 商業 / 経済 1941.4
濱江省経済季報 哈尓濱 1938.12.14 月刊 中国語 程儒堂 商業 / 経済
上からの改題
と推定



























王玉堂 商業 / 経済 1941.4
商工月報 龍江省 1939.2.23 月刊 中国語 王炳衡 商業 / 経済 1941.4
克山ノ教育 龍江省 1939.3.18 二月刊 中国語 傅豫廷 教育 1941.4




般 時 事 掲 載 は
1939.3 迄）
1941.4




阜新商会会報 錦州省阜新市 1939.8.3 月刊
中国語
日本語
石塚隆 商業 / 経済 1943.10




錦州鉄道局報 錦州省錦州市 1939.9.6 月刊
中国語
日本語





















中山子行 商業 / 経済
1941.4
日本語となる




香村岱二 農業 / 開拓 1943.10
熱河教育 熱河省承徳 1935.8.12 三月刊 中国語 湯銘新 教育 1940.3








商業 / 経済 1941.3
満蒙時報 安東省 1932.4.12 月刊 中国語 富永徳蔵 政治 / 社会 1943.10
安東商工公会
会報
安東省 1938.6.10 月刊 中国語 新田忠平 商業 / 経済 1942.10
経済月報 安東省 1939.9.20 月刊 中国語 新田忠平 商業 / 経済 1942.10



































曲恩遠 商業 / 経済 1940.3
















牡丹江商工月報 牡丹江省牡丹江市 1936.12.10 月刊 中国語
大久保弥彦・
窪田圓平
商業 / 経済 1940.3
牡丹江鉄道局報 牡丹江省牡丹江市 1939.7.26 月刊
中国語
日本語
中野貞男 工業 / 交通 1941.4
双城県医学
研究会月刊







済 48 件、政治社会 33、医学 19 件、工業交通科学 18、教育 16 件、文化文芸 12、宗教 9、農業開拓















発行人別に見ると 189 件のうち、発行所名を発行人とした 4 件を除けば、日本人 103 件、中国人








「一覧表」の 189 件をさらに発行地別、創刊年月別にまとめたものが、以下の表 1 である。
「表 1」から、次のような地域的出版動向が読み取れる。
（1）「満州国」中国語雑誌出版の中心地は新京および奉天である。
地域別に言えば、新京は 90 件、奉天（奉天省を含む）は 63 件、ハルピン（濱江省を含む）10 件、
その他 26 件（中には、錦州・龍江各 5 件、吉林 4 件、安東・熱河各 3 件、間島・牡丹江・三江各
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傾向が見えにくい恐れがあるが、表 1 によって示された雑誌創刊件数の急増が表れている「1938 年」
と「1939 年」の統計をみれば、大体の傾向が見えると考えられるため、以下に引用して分析する。
1938 年末における雑誌の総数は 263 件であり、発行地域別の内訳は新京 119 件、奉天 88 件、（ハ
ルピンが所属している、筆者注）濱江 23 件、安東 10 件、吉林・間島各 5 件、熱河・龍江・興安北
各 3 件、錦州・牡丹江各 2 件・三江 1 件となっているが 19、1939 年末の雑誌総数は 302 件に増え、
その内「首都（新京、筆者注）143 件、奉天 80 件、濱江 29 件、安東 10 件、吉林間島錦州各 8 件、







見ると、1935 年以前は、新京 7 件、奉天 23 件であるが、1939 年になると、新京 57 件、奉天 52 と
逆転している。
さらに上記の『満洲国現勢』の 1938 年、1939 年の内訳を用いて分析すると、1938 年から 1939
年までの全体的な増加件数は 40 件ほどであるが、地域別に見ると、新京では 24 件増加し、奉天で
はかえって 8 件減少していることが分かる。ほかの地域における増減に関しては、奉天に近い地域
表 1　地域別・創刊年代別統計表
新京 奉天 ハルピン 其の他 合計
1932 年以前 13  13
1932 年  1  1   2
1933 年  2  2  1   5
1934 年  5  7  12
1935 年 12  6  1  19
1936 年  9  5  2  16
1937 年 13 12  2  3  30
1938 年 16  6  4  7  33
1939 年 15  5  3 12  35
1940 年  6  4  10
1941 年  4  1   5
1942 年  3  1   4
1943 年  5  0   5
合計 90 63 10 26 189
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にある錦州は 6 件の増加があったが、安東は増減がなく、熱河は 1 件の減少であった。それに対し















「満州国」建国後の雑誌創刊件数に関しては、1933 年、1934 年は非常に少なく、1935 から漸増




表 2 によると 1938 年から 1942 年までが新聞・雑誌出版のピークで、300 件以上を維持しているが、




年別 新聞（含通信） 雑誌 合計
康徳元（1934）年  53
康徳二（1935）年  43  27  70
康徳三（1936）年  41  49  90
康徳四（1937）年  75 163 238
康徳五（1938）年 113 262 378
康徳六（1939）年 132 302 434
康徳七（1940）年 137 286 432
康徳八（1941）年 141 240 381
康徳九（1942）年  35 305 340
康徳十（1943）年  37 232 259





行は主として日本内地の出版界に依存する傾向があった。1937 年 3 月、満洲図書株式会社の設立
と共に印刷設備等が整備され、それ以降印刷は徐々に「満州国」内で行われるようになったが、印
刷用紙などは依然として日本からの輸入に頼らざるを得なかった。しかし、日中戦争が泥沼化する




「昭和 16 年度の王子製紙による新聞巻取紙の生産予定は 26 万トンで、朝鮮、台湾などを含み、
日本国内の使用量は 23 万 4 千トンが予定されています。従って、満州国への輸出は 2 万 6 千トンで、
日本国内の使用量の 1 割強に過ぎません。しかも企画院はこれを減少しようとし、私たちはこれを











『麒麟』は 1941 年 6 月に日本講談社の主導のもと、「満州国」弘報処から 30 万元の補助金を受け
て設立した満洲雑誌社によって刊行された中国語雑誌であるが、武藤氏の証言によれば、その発行
部数は 20 万にも達したということであり、『麒麟』の広告においても「満文雑誌」中の「東亜第一
位」と誇っていた。『麒麟』が創刊された当時の体裁は菊版 178 ページで定価は 4 角（40 銭）であ






































雑誌の出版が、1932 年 3 月から 1937 年の「発展期」、1938 年から 1942 年の「繁盛期」、1943 年か




























15　1940 年 8 月に満洲書籍配給株式会社（以下「満配」と称す）によって創刊された月刊誌。満配と下部配給機
関の書店などとの業務連絡が主要内容とした機関誌である。創刊号の発行人は満洲図書株式会社理事長駒越
五貞、編集人は満洲書籍配給株式会社調査課長木代三男である。1943 年 5 月に『書光』と改題され、満配の
機関誌から満配と出版協会の共同機関誌へ、内容的にも業務関係者向けから一般読者向けに変更された。創
刊号の発行人は満洲書籍配給株式会社で、編集人は遠藤民郎となっている。使用言語については、『雑誌年鑑　
昭和 17 年版』（1942 年）掲載の「満洲国雑誌目録」には日本語雑誌となっているが、筆者がコピーした『満
配月報』第 3 巻 1 号には中国語の記事もある。使用言語の実態は不透明であるため、あえて「一覧表」に収
録しなかった。
16　『満配月報』、第 2 巻第 1 号（1941 年 1 月号）、p38-47。目録は 1940 年 12 月時点調べで、関東州が除かれた。
17　『満洲映画』は 1937 年 10 月 30 日に創刊の許可を得て、1937 年 12 月、新京満洲映画協会によって創刊された
映画月刊誌。1940 年 11 月に、満洲映画協会を離れ、発行所は「大陸講談社」に変更されたが、1941 年 1 月に、
「大陸講談社」が「満洲雑誌社」と改められたため、雑誌の発行所も「満洲雑誌社」となった。1941 年 5 月の
第 5 巻第 6 号をもって、『電影画報』と改題されたが、雑誌の番号はそのまま連続して数えられ、内容にも変
更がなかった。1944 年 10 月号が現在確認できる最後のものである。
18　1939 年 8 月 11 日に創刊の許可を得て、満洲漫画同人社によって創刊された月刊画報『漫画満洲』から改題さ
れた月刊画報雑誌。発行者は、1941 年 5 月改題された時点では満洲社、1942 年 2 月時点では芸文社、1942 年
3 月から芸文社を離れて独立し、月刊誌から半月刊となる。廃刊について定説がないが、『中国淪陥区文学大
系（史料巻）』（2000、p566）によれば、「1942 年 6 月第 9 号まで刊行された」といわれている。それ以降の
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雑誌は筆者も見当たらないが、1944 年版『満洲年鑑』p390 に掲載の雑誌一覧表にて、1943 年 10 月時点では
刊行されていたことが確認されている。
19　『満洲国現勢』1939、p462 においては雑誌の総数について 263 件と書かれているが、内訳を合計してみれば
264 件だったことが判明する。
20　『満洲国現勢』1940 ‐ 1941 年併合本 p500 には、雑誌の総数は 302 件だと記されているが、合わせてみると
304 件だった。
21　『満洲年鑑』1944、p386 を参照。ただ元の「比較表」には 1934 年、1943 年の数字がなく、筆者が 1936 年版『満
















 1、岡村敬二「解題『満洲国出版目録』」『満洲国出版目録　第 1 巻』（p241-268）金沢文圃閣、2008 年 8 月
 2、岡村敬二『満洲国出版目録　第 8 巻（民間出版物 2）』金沢文圃閣、2009 年 8 月
 3、岡村敬二『満州出版史』吉川弘文館、2012 年 12 月
 4、王光烈『新満洲』（第 3 巻第 12 号）、満洲図書株式会社、1941 年 12 月
 5、木代三男『満配月報』（第 2 巻第 1 号）、満洲書籍配給株式会社、1941 年 1 月
 6、張毓茂『東北現代文学大系』瀋陽出版社、1996 年 12 月
 7、東北地方文献聯合目録編輯組『東北地方文献聯合目録（第一輯報刊部分）』遼寧省図書館、1981 年 10 月
 8、封世輝『中国淪陥区文学大系（史料巻）』広西教育出版社、2004 年 4 月
 9、満洲国通信社『満洲国現勢』（建国・大同二年版、康徳二年～康徳六年版、康徳七・八年版、康徳九年～康徳
十年版）満洲国通信社、1933 年、1935 年～1939 年、1940-1941 年（合本）、1942～1943 年
10、満洲日日新聞社『満洲年鑑』（昭和 11 年～昭和 20 年版）満洲日日新聞社、1936 年～1944 年
11、満洲日報社奉天支社『満洲年鑑』満洲日報社奉天支社、1945 年
12、満洲文化協会『満洲年鑑（満蒙年鑑）より改題』満洲文化協会、1933 年
13、武藤富雄『私と満洲国』文芸春秋株式会社、1988 年 9 月
14、劉暁麗「偽満洲国時期文学雑誌新考」『中国現代文学研究叢刊』中国現代文学研究会、2005 年
15、劉暁麗・葉祝弟『創傷　東亜植民地与文学』上海三聯書店、2017 年 2 月
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Comprehensive Survey of Chinese Magazines During Manchuria
Dongyang SHI
［Abstract］
For the nearly 10 years, Japan published the series of Manchuria Publishing Catalogue, Manchuria 
Publishing History and other researches about Manchuria publications, which are the masterpieces in 
this field. However, the studies of Japanese researchers mostly focus on Japanese publications, and 
rarely involve Chinese publications. The most important research in China is a series of Collation and 
Research of Literature Original Materials in Manchukou, which were compiled by Liu Xiaoli, 
Professor of East China Normal University, in January 2017. Although the volume of historical archive 
covers literature magazines and literature newspaper supplements, no research results have been found 
on the general history and bibliography of the Manchuria Chinese magazines. In this paper, the author 
hackle the materials in period of Manchuria which related to Joint Catalogue of The Northeast Local 
Literature and The Almanacs of Manchuria, organized the Manchuria Chinese magazines into a "list of 
Manchuria Chinese magazines", and made a brief analysis of the publications of Manchuria Chinese 
magazines from the dynamic perspective.
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